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ISSB Update 2025年 11月 
 
ISSB Updateは、国際サステナビリティ基準審議会（ISSB）の予備的決定を示して
いる。これらの決定の影響を受けるプロジェクトは、作業計画で見ることができる。 
IFRS®サステナビリティ開示基準に関する ISSB の最終的な決定は、IFRS 財団の
「デュー・プロセス・ハンドブック」に示されているとおり正式に書面投票が行われる。 

ISSBは、2025年 11月 6日に会議を行った。 
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ISSBは、2025年 11月 6日に会議を行い、次の事項について議論した。 

 一般目的財務報告書の主要な利用者が共通して必要とする自然関連のリスク及び機会に関する情報 

 これらの情報ニーズを満たすために、自然関連財務開示に関するタスクフォース（TNFD）の提言、指標及び LEAP
アプローチを含む追加ガイダンス（あわせて「TNFD フレームワーク」という。）を活用する可能性 

 ISSB がこれらのニーズを満たすための潜在的なアプローチ 

ISSB は、自然関連のリスク及び機会に関する主要な利用者の共通の情報ニーズを満たすため、TNFD フレームワークを活用
し、IFRS S1号「サステナビリティ関連財務情報の開示に関する全般的要求事項」の要求事項を基礎とすることを決定した。 

出席した 11名の ISSB メンバー全員が、この決定に同意した。1名のメンバーは欠席した。 

ISSBはまた、IFRS S1号及び IFRS S2号「気候関連開示」の明示的な要求事項に反映されていない自然関連のリスク及
び機会に関する追加的（incremental）な開示要求を導入するため、基準設定に着手することを決定した。 

出席した 11名の ISSB メンバー全員が、この決定に同意した。1名のメンバーは欠席した。 

ISSB は基準設定のアプローチの方法について議論したが、本会議において基準設定の形式及び内容に関する決定は求めら
れなかった。 

また、ISSB は、基準設定の後に、自然固有の情報を提供する文脈において、IFRS サステナビリティ開示基準の要求事項の
適用を支援するための教育的資料の開発することについて検討することを決定した。 

出席した 11名の ISSB メンバーのうち 10名が、この決定に同意した。1名のメンバーは欠席した。 

次のステップ 

ISSB は、基準設定の形式及び内容に焦点を当てるとともに、IFRS S1 号及び IFRS S2 号の導入への影響を考慮に入れ
ながら、今後短期間の間に基準設定に関する次のステップについて議論を行う予定である。 

関連情報： 
・ 原文はこちら 
・ ISSBボード会議の要約のオーディオ
（ポッドキャスト）はこちら 

https://www.ifrs.org/projects/work-plan/
https://www.ifrs.org/content/dam/ifrs/about-us/legal-and-governance/constitution-docs/due-process-handbook-2020.pdf
https://www.ifrs.org/groups/international-sustainability-standards-board/#meetings
https://www.ifrs.org/news-and-events/updates/issb/2025/issb-update-november-2025/
https://www.ifrs.org/news-and-events/podcasts/#issb-podcasts

